
 
 
 
 新型コロナウイルス感染症の拡大がなかなか止まらない状況が，全国的に続いています。 
そして，東京都や大阪府をはじめとするいくつかの都府県には，本日にも緊急事態宣言が 
発出される見通しとなっています。新潟市においても，感染の拡大は大きな問題となって 
おり，今週は，児童生徒の感染が確認されたことによる学級閉鎖が複数の小中学校で行わ 
れました。 
 このような状況下で，学校のすべきことは何かを 
校長として考えたとき，出てくる結論は１つです。 
それは，感染防止対策をしっかりと講じながら，安 
易に，そして過度に教育をあきらめることなく，必 
要と信じる教育活動を可能な限りやり切ることです。 
 命が大切であることは言うまでもありません。し 
かし，「命を取るか，教育を取るか」といった二項対 
立の考え方に立つことはありません。安心・安全を 
確保するのは当然ですが，感染リスクを過度に恐れ 
るあまり，学校教育の役割を簡単に放棄することは 
あってはならないと考えています。 
 始業式で，「感染防止対策を全員が確実に行いなが 
ら，できることの可能性を自分たちで広げていこう」 
という話をしました。リスクを正しく見極め，でき 
ないことはできないという判断をするとともに，可 
能性のあることに対しては「いかにしてやるか」を 
求め続けていきたいと思います。 
 大形中は，「簡単にはあきらめない学校」であり 
たいと思っています。 
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感染防止対策を徹底して行います！ 
① 毎朝の健康観察 

   朝の会で，健康観察表の 

記録と担任の見とりをもと 

に，生徒一人一人の健康状 

態をチェックしています。 

② アルコール手指消毒の実施 

   教室に手指消毒用の 

アルコールを設置して 

います。給食前など， 

必要な状況でいつでも 

手指消毒ができる体制 

となっています。 
③ マスク着用についての指導 

 ・ 飛沫感染のリスクが 

ある状況では，マスク 

着用を徹底しています。 

 ・ 忘れた生徒には，学 

校にあるサージカルマ 

スクを提供しています。 

⑤ 適切な距離の確保 

 ・ 教室の机は，前後左右の間隔を 

確保して配置しています。 

 ・ 全校朝会などの集会時には，生 

徒同士の前後左右の間隔を大きく 

空けて整列します。 

④ 換気の確保 

 ・ 生徒の学習・活動場所では，常に 

窓の一部及び廊下側の出入り口や欄 

間を開け，換気を確保しています。 

 ・ 昼休みには，一斉換気の時間を設 

けています。 

 

⑥ 掲示物による啓発 

   感染防止への意識を高め 

るため，生徒会の作成した 

ものをはじめ，掲示物によ 

る啓発を行っています。 

の意識を高めています。 

学校で行っている対策の一部
です。職員による校舎の消毒
などもやっています。 

切ない思いに寄り添おう 

誰もが感染する可能性
があります。もし，身近
で不安な思いをしている
人がいたら，温かく寄り
添えるのが大中生です！ 


